
豊かな人間性や社会性をはぐくむ体験活動の推進

平成２１年度予算額 １，０７９百万円（１，０１２百万円）

○ 豊かな体験活動推進事業

（１）児童生徒の輝く心育成事業 ～ふれあい応援プロジェクト～
６校(６地域各１校)

各都道府県の小・中学校を指定し、世代間交流や動植物の育成を通じて、感性を育み、
命の大切さを学ばせる体験活動プログラムについて調査研究を実施。

（２）高校生の社会奉仕活動推進校 ６校(６地域各１校)
各都道府県の高等学校を指定し、社会奉仕活動のプログラムについて調査研究を実施。

（３）自然の中での長期宿泊体験事業(農山漁村におけるふるさと生活体験推進校)
５１７校(47地域各11校)

農林水産省、総務省と連携して実施する「子ども農山漁村交流プロジェクト」のうち、農林水
産省が指定するモデル地域を活用して、一週間程度の長期宿泊体験、自然体験活動等を行
う小学校をモデル校に指定し、農山漁村での長期宿泊体験活動の取組を推進する。

児童生徒の社会性や豊かな人間性を育むためには、成長段階に応じて、社会奉仕体験活動

や自然体験活動をはじめ様々な体験活動を行うことが極めて有意義である。

このため、指定校において、他校のモデルとなる様々な体験活動を計画的・体系的に推進

し、その成果を全国に普及することで、体験活動の円滑な展開に資する。

（５）ブロック交流会
６地域

地域ごとにブロック交流会を開催し、指
定校における取組について事例発表や協議、
情報交換等を行い、域内の学校における体
験活動の充実や推進を図る。

調査研究の支援、研究成果の普及

（４）体験活動推進協議会
４７地域

各都道府県において、さまざまな体験
活動を推進していく上での課題や成果に
ついて議論を行ったり、好事例の収集、
各学校への情報提供や取組の普及を図る
協議会を立ち上げる。


